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11月11日㈯  第47回日本PTA中国ブロック研究大会（広島県ふくやま大会）
11月25日㈯  県こども園・小中・高・特別支援PTA連合会合同研修会（八雲アルバホール）
12月10日㈰  島根県PTA連合会　母親委員会研修会（大田市）
  1月  6日㈯  松江市PTA連合会研修大会（くにびきメッセ）
  1月21日㈰  第2回松江市PTA連合会母親委員会研修会

今後の
予定

3ブロック 乃木小学校

4ブロック 湖東中学校

■編集／松江市PTA連合会　会報委員会　■印刷／株式会社谷口印刷

■平成29年度会報委員（ブロック順、敬称略）
山根　純一�（第一中）
岩佐　洋一�（内中原小）
大塚　瑞穂�（第二中）
藤原久美子�（附属小）
長岡　　望�（雑賀小）

周藤　直子�（乃木小）
園山　正浩�（湖東中）
小森　秀一�（大庭小）
多根　　純�（宍道中）
山田　祐司�（玉湯小）

長谷川修二�（宍道小）
林　　和博�（宍道小）
福田　衆一�（秋鹿小）
青山善一郎�（恵曇小）
木村　　忍�（鹿島中）

永島久実子�（東出雲中）
秦　　昇吾�（出雲郷小）
木村　恵美�（本庄中）
相見　真吾�（島根中）

〜しゃべってなんぼ！思いを伝え合う場の取組〜
定期的に行うPTA会議、なんか気が重いなぁ？
そう感じた事ありませんか？
報告や情報を共有する事も大切だけど、時間を有効に使って、
もっと親同士が繋がり、参加した人が自分から関われる時間に
したい。
そんな願いから始まった『乃木小PTAしゃべり場』。
約50人の委員さんをいくつかの班に分け、テーマに沿って
話しました。
「地区での子どもの様子は？」「参加してみたい・やってみた
いPTA活動ってどんなこと？」自己紹介をして、さあスタート！
あっという間に会議室が笑い声や話し合う声に包まれます。
子どもの事を心におきながら、思った事を互いに伝え合うことで始
まる『絆』。
次に顔を合わせた時に気軽に声を掛けようという思いが生まれる、
そんな親同士の温かい繋がりの中で、子どもたちを育てていきたいと
思います。
そして、話し合いから出た意見を事業に繋げていきたいと考えます。
今年は親学のミニ研修会にも挑戦しますよ！
� （PTA会長　中島克久）

湖東中学校は今年で開校25周年を迎えた市内でも新しい学校です。
25年が経ち、校内の庭木も校舎を越える程大きくなりました。
校長先生発案の「学校を明るくしようキャンペーン」の一環として、
中庭の庭木の剪定を行う事になりました。剪定は森林組合の方に、校
舎からの搬出を先生・生徒・PTA・地域の方々に声かけをし、搬出
作業を行いました。
剪定した庭木の一部は、お風呂または暖房用の薪として、PTAや
地域の方々に持ち帰って頂きました。
スッキリと明るくなった校舎で、生徒、教職員の皆さんも明るい学
校生活を過ごして頂ければと思います。� （園山正治）

松江市
PTA連合会
総会開催

8月6日に浜田市の石央文化
ホールにて開催された県P連研
修大会に参加しました。はじめ
に浜田少年少女合唱団S＆Sの皆
さんが澄み切った歌声をご披露。実践発表は浜田東中学校＆三隅小
学校による〈台所でつなごう！親子の手と手！命の手と手！〉子ど
もだけで作る“お弁当の日”の取り組みを発表。「子ども自ら成長
しようとする過程を手や口を出さずに見守り、自分自身で考え行動
し失敗しても立ち向かう力を子どもたちが身につけることが出来ま
した」と満面の笑顔の発表がとても心に響きました。
基調講演は『食べる　つながる　最高！！』の題名で、香川県内
で小・中学校で校長を歴任された竹下和男氏が「子どもが作る“弁
当の日”」と称して、親は一切の手出しをせずに子どもたちだけで
食材の買い物から調理、片付けまで、自らお弁当を作りあげること
の大切さを提唱し、現在実践校は全国で約2,000校になるとのこと。
竹下氏は、「自分の身体は自分の口にしたもので出来ている」、ま
た「人は置かれた環境に適応する。それは動物も植物も同じく生き
残る為に」、さらに「味覚の発達が脳発達にも繋がり連動している
こと」、そして「自らが生きていく為に自立し自発的に行動すれば、
親は選べないし過去は変えられないが、未来の人生は自分でつくっ
ていける」と力強く訴えた。
日々の営みの中に幸せは点在し身近に在り、命の恵みを戴くこと
で私たちは生かされている。命が繋がっている。生きていることに
感謝の想いが生まれ、心を打たれたひとときでした。

（市P連副会長　湯本光知子）

第1回 母親委員会研修会を終えて
今年度の第1回母親委員会研修会は、

8月20日㈰乃木公民館を会場に開催し
ました。
松江市総務部人権施策推進課 教育指

導講師 高橋恒夫先生を講師にお迎えし
『子どもの笑顔が好き〜子どもの権利と
共感〜』について講演して頂きました。
講演の途中には、たいやきカードを使用しての自己紹介や、絵本

クイズ・手遊びなども組み込んで頂きながら、楽しく講話を聞かせ
て頂きました。日々、親も子も忙しい毎日を送っていますが、子ど
もの今を大切に！子どもとゆっくり過ごせる今しかない時間を大切
にしていこうと改めて思いました。� （母親委員長　福島喜美子） 

5月27日㈯に八雲アルバ
ホールにて松江市PTA連合会
総会を開催いたしました。総
会は各校PTA代表の皆様が出
席され、前年度の事業報告、
決算報告ならびに本年度の事
業計画、予算の承認をいただ
きました。
また、PTA活動に対する長

年の功績を称え、表彰式を行
いました。
今年度は、ミオ・ファティ

リティ・クリニックの看護師
（思春期保護相談士）葉山美紀
子氏をお招きし、『思春期と向
き合う～大人にできることっ
てなんだろう～』を演題に、
ストレートな表現で心に響く
ご講演をいただきました。

受賞者および本年度の役員は次の通りです。

〈感謝状受賞者〉
柏木　洋子様（八雲中学校PTA）

〈Ｈ29年度松江市PTA連合会役員〉
会　　　長� 原　　完次（内中原小）
副　会　長� 湯本光知子（第三中）
副　会　長� 寺津　豪佐（第四中）
副　会　長� 新宮　七美（玉湯中）
副　会　長� 木村　　忍（鹿島中）
総務委員長� 荒木　太郎（揖屋小）
研修委員長� 勝部　秀一（城北小）
母親委員長� 福島喜美子（中央小）
会報委員長� 長谷川修二（宍道小）

（総務委員長　荒木　太郎） 

第61回 島根県PTA連合会研修大会
浜田大会に参加して
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記 事 掲 載 校

「秘密結社  鷹の爪」でおなじみ 

 
開催日時：平成30年1月6日（土）14 ～16時 
会   場：くにびきメッセ多目的ホール 

内容
決定
！！

講師：フロッグマン
©DLE

会長挨拶・日P研究大会に参加して
皆さんこんにちは。松江市PTA連合会の会長2年目となりました内
中原小学校で会長を務めています原完次と申します。
日頃は、市P連の活動にご理解とご協力をいただきありがとうござ
います。
本年度も小中学校のPTAの会長・代表者の皆さんとPTA活動や教
育問題に関する情報・意見交換を行い、子ども達の生活・教育環境が
より良いものになるよう活動をすすめています。また、活動内容は市
P連のホームページや会報紙きらりを通してお知らせして行きますの
で、今後とも松江市PTA連合会の活動にご理解ご協力をよろしくお願
いします。
さて、8月25日・26日に宮城県仙台市で開催された「第65回 日本

PTA全国研究大会仙台大会」の参加報告を簡単にさせていただきます。
今回は東日本大震災の発災後はじめての東北地方で開催された大会
でした。1日目は10会場で教育問題や地域、災害、子育てなどのテー
マで分科会が開催されました。
今回参加した分科会では研究課題「地域と共にあるPTA活動の在り
方を求めて」がテーマでした。基調講演は震災当時、南三陸町立戸倉

小学校の校長だった麻生川
先生の話でした。
海から300ｍに位置する
学校の避難マニュアル作成
で教員と校庭集合後に屋上
避難か高台避難で論議にな
り、答えが出ず校長判断で
避難場所を決定することに
なったそうです。その後3
階建ての校舎の屋上を越え
る津波が到達したのですが、
マニュアルに書かれている手順を踏まずに高台避難を決定し下校して
いた1名の児童を除く全員が助かったそうです。
完璧だと思ったマニュアルも想定外の事態では通用しない。柔軟な
判断力が必要だと言う事がわかりました。また、地域の人達は必ず子
どもを守ってくれるので、日頃から学校、家庭、地域との連携、顔の
見える関係づくりが大切だと言う事を言われていました。
これからは地域と共にあるPTAのあり方を考えていく必要がある
と感じました。� （市P連会長　原　完次）

ここが  うちのPTA活動

松江市教育委員会に感謝！！
平成30年度より市内小中学校の普通教室へエアコンの順次設置を方針決定！
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1ブロック 城北小学校 5ブロック 宍道中学校

2ブロック 第二中学校 6ブロック 秋鹿小学校 8ブロック 本庄中学校

9月9日、晴天の下で運動会が開かれました。

宍道中学校では、運動会で保護者と子どもたちが

綱引きを行うという伝統があります。子どもたち

がまず綱引き競技を行い、1位になった組と保護

者のチームが一本勝負で綱引きを行うのです。生

徒同士の綱引きは黄組が勝ち、次はいよいよ保護

者との対決です。会場の保護者に呼びかけると、

最初は遠慮していましたが、「子どもたちには負

けられん」とお父さんやお母さんたちが集まって

くれました。

ガチンコの綱引きが始まりました。黄組はすでに4試合して

いて疲れていたのか、多少遠慮してくれたのか、保護者の気

合（体重？）が勝り、意外と圧勝で保護者チームが勝つこと

ができました。負けた子どもたちは悔しそうでしたが、とり

あえず今年は「親の威厳」を保つことができました。私たちは、

これからもこの楽しい「伝統競技」を続けていきたいと思っ

ています。

� （PTA副会長　多根　純）

城北小学校PTAでは、この夏、子どもたちが伸び伸

びと遊び、走り回れるよう校庭の芝生の整備を行いま

した。

城北小学校校庭芝生管理委員会（会長 城北公民館 

音田館長）の協力を得て、毎年夏休み期間中に、学校

の先生方、校庭を利用する部活、地域住民、PTA保護

者のローテーションを組んで、朝夕校庭の芝生へ散水

を行います。大型のホースを使う散水は、コツがいる

ため、初めて取り組む保護者は、城北小学校大坂先生

の指導のもと、使い方を学びました。

こうした夏休み期間中の校庭の水撒きのおかげで、

今年の夏も無事に青々とした校庭の芝生を保つことが

できました。

2学期の子どもたちを無事に迎えることができ、関

係者共々ホッとしております。

（PTA会長　中田光俊）

こんにちは。松江二中PTAです。松江二中は、母衣

小・川津小・朝酌小・持田小の4つの小学校区が集まっ

て構成されています。生徒数が600人を超えており、

大規模なPTA組織です。このような組織で、保護者の

皆さんの繋がりを強くするため、二中PTAでは、いろ

いろな集団で活動をしています。

学年ごとの活動では、学年の役員さんの企画による

「学年行事」を開催。夏休みの奉仕作業では、小学校

区ごとに作業場所を分担して、保護者と生徒・教職員

が一緒に美化作業に取り組みました。また、奉仕作業

の後には、学年対抗のスポーツ大会を開催して、気持

ちの良い汗を流しました。小学校区や学年の枠を超え

た交流によって、保護者間や保護者と教職員間の絆を

深め、子どもたちを支える強いネットワークをつくる

ことを目指して活動しています。

みんなが力を合わせて、子どもたちの健全育成に取

り組むこと。これぞ、松江二中PTAのお薦めです。

（教頭　山根斉浩）

「地域と関わること」…秋鹿小のPTA活動ではこれが一

番の魅力なのかもしれません。

秋鹿ごぼうやシジミなどの特産品を収穫して調理した

り、伝統行事「おもっつぁん」をはじめとした地域の行事

に参加したり、キャンプやペットボトルロケットなどのレ

クリエーションをしたり、子どもたちと色々な活動に参加

しています。

でも実はこれ、学校行事の一環だったり、公民館の事業

だったりするのです。つまり、学校・地域・PTAが連携す

ることで、単独ではできない活動が可能になり、地域を楽

しんだり、学ぶことができているのです。

子どもたちは、今後さまざまな学習をしていくのでしょ

うが、ここでの体験もその一助となれば、本当に嬉しいこ

とです。

学校・地域・PTAに魅力があり、かつそれぞれ関わって

いる…この3者の在り方こそが、私たち秋鹿小PTAにとっ

て本当の魅力なのかもしれません。

（PTA会長　福田衆一）

本庄中学校では、

厚生部・育成部・

文化部・母親委員

会に分かれて活動

しています。

今年度は、既に、

厚生部のバザー・

育成部の枕木強歩

大会監察と清掃活動を無事終えることができました。

バザーは本庄地区体育祭において、幼稚園・小学校の

PTAの方々と協力して行っています。地域の皆様から沢

山の寄贈品をいただき、大盛況で終えることができました。

枕木清掃活動では中学生と共に枕木から下山しながら

ゴミを拾って歩きます。子どもたちは枕木を走って上がっ

た後にもかかわらず一生懸命頑張ってくれました。

今後も、餅つき大会等の活動が続きますが、少数なが

ら一致団結してPTA活動を盛り上げていきたいと思って

います。� （PTA会長　木村恵美）

ホットな ( ‿ ‿ ‿ ) 3つの連動の輪
東出雲中学校は、今年統合60周年の節目を迎えます。その節目を全

体で盛り上げようと、本年度のPTA役員だけでなく歴代役員や卒業生

会の力をお借りして、実行委員会を立ち上げて準備を進めているとこ

ろです。また、10月には統合60周年記念文化祭が開催されます。文

化祭に合わせ、映画『たたら侍』で有名な錦織監督をお招きし講演会

が開催されるということで、生徒も保護者も楽しみにしています。

この記念行事を通じ継承しようとする世代間のチームワークを「縦の連動」とするならば、「横の連動」は

小学校区3校（揖屋、意東、出雲郷）が一体となったほっとハート東出雲学園の学校支援地域活動です。活動

本部は中学校にあり、学校支援ボランティアの皆さまには小中学校へ足を運んでいただき、読み聞かせ、部活

動支援、家庭科、栽培作業、習字と、様々な知識や技術で「学校の応援団」としてご協力いただいております。

そして、3つ目が「現役PTAの連動」であり、ズバリ今年

のPTAのテーマともなっています。正副会長会を中心に、7

つの部会と委員会が手をたずさえ、PTA綱引き、校内環境整備、

地域防犯パトロール、研修会、広報誌作り、学年行事に…と

文武両道で汗をかきつつ楽しんでいます。

このように学校内外で、世代を超えて老若男女で、連なり

活動する！「連動」するこれが我が町＼（＾o＾）／東出雲の自

慢なのです( ^ ^♪� （文化部長　永島久実子）

7ブロック 東出雲中学校

学園マスコットキャラクター
「かまぽこ」ちゃん

ここが 協働 うちのPTA活動 ここが 伝統 うちのPTA活動 ここが 連動 うちのPTA活動

ここが 自慢 うちのPTA活動
ここが 魅力 うちのPTA活動ここが お薦め うちのPTA活動

枕木清掃活動

枕木強歩ボランティア

秋鹿ごぼう収穫体験

ペットボトルロケット作り

学年行事BBQ

子どもたちと勝負

保護者チームの勝利
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9月9日、晴天の下で運動会が開かれました。

宍道中学校では、運動会で保護者と子どもたちが

綱引きを行うという伝統があります。子どもたち

がまず綱引き競技を行い、1位になった組と保護

者のチームが一本勝負で綱引きを行うのです。生

徒同士の綱引きは黄組が勝ち、次はいよいよ保護

者との対決です。会場の保護者に呼びかけると、

最初は遠慮していましたが、「子どもたちには負

けられん」とお父さんやお母さんたちが集まって

くれました。

ガチンコの綱引きが始まりました。黄組はすでに4試合して

いて疲れていたのか、多少遠慮してくれたのか、保護者の気

合（体重？）が勝り、意外と圧勝で保護者チームが勝つこと

ができました。負けた子どもたちは悔しそうでしたが、とり

あえず今年は「親の威厳」を保つことができました。私たちは、

これからもこの楽しい「伝統競技」を続けていきたいと思っ

ています。

� （PTA副会長　多根　純）

城北小学校PTAでは、この夏、子どもたちが伸び伸

びと遊び、走り回れるよう校庭の芝生の整備を行いま

した。

城北小学校校庭芝生管理委員会（会長 城北公民館 

音田館長）の協力を得て、毎年夏休み期間中に、学校

の先生方、校庭を利用する部活、地域住民、PTA保護

者のローテーションを組んで、朝夕校庭の芝生へ散水

を行います。大型のホースを使う散水は、コツがいる

ため、初めて取り組む保護者は、城北小学校大坂先生

の指導のもと、使い方を学びました。

こうした夏休み期間中の校庭の水撒きのおかげで、

今年の夏も無事に青々とした校庭の芝生を保つことが

できました。

2学期の子どもたちを無事に迎えることができ、関

係者共々ホッとしております。

（PTA会長　中田光俊）

こんにちは。松江二中PTAです。松江二中は、母衣

小・川津小・朝酌小・持田小の4つの小学校区が集まっ

て構成されています。生徒数が600人を超えており、

大規模なPTA組織です。このような組織で、保護者の

皆さんの繋がりを強くするため、二中PTAでは、いろ

いろな集団で活動をしています。

学年ごとの活動では、学年の役員さんの企画による

「学年行事」を開催。夏休みの奉仕作業では、小学校

区ごとに作業場所を分担して、保護者と生徒・教職員

が一緒に美化作業に取り組みました。また、奉仕作業

の後には、学年対抗のスポーツ大会を開催して、気持

ちの良い汗を流しました。小学校区や学年の枠を超え

た交流によって、保護者間や保護者と教職員間の絆を

深め、子どもたちを支える強いネットワークをつくる

ことを目指して活動しています。

みんなが力を合わせて、子どもたちの健全育成に取

り組むこと。これぞ、松江二中PTAのお薦めです。

（教頭　山根斉浩）

「地域と関わること」…秋鹿小のPTA活動ではこれが一

番の魅力なのかもしれません。

秋鹿ごぼうやシジミなどの特産品を収穫して調理した

り、伝統行事「おもっつぁん」をはじめとした地域の行事

に参加したり、キャンプやペットボトルロケットなどのレ

クリエーションをしたり、子どもたちと色々な活動に参加

しています。

でも実はこれ、学校行事の一環だったり、公民館の事業

だったりするのです。つまり、学校・地域・PTAが連携す

ることで、単独ではできない活動が可能になり、地域を楽

しんだり、学ぶことができているのです。

子どもたちは、今後さまざまな学習をしていくのでしょ

うが、ここでの体験もその一助となれば、本当に嬉しいこ

とです。

学校・地域・PTAに魅力があり、かつそれぞれ関わって

いる…この3者の在り方こそが、私たち秋鹿小PTAにとっ

て本当の魅力なのかもしれません。

（PTA会長　福田衆一）

本庄中学校では、

厚生部・育成部・

文化部・母親委員

会に分かれて活動

しています。

今年度は、既に、

厚生部のバザー・

育成部の枕木強歩

大会監察と清掃活動を無事終えることができました。

バザーは本庄地区体育祭において、幼稚園・小学校の

PTAの方々と協力して行っています。地域の皆様から沢

山の寄贈品をいただき、大盛況で終えることができました。

枕木清掃活動では中学生と共に枕木から下山しながら

ゴミを拾って歩きます。子どもたちは枕木を走って上がっ

た後にもかかわらず一生懸命頑張ってくれました。

今後も、餅つき大会等の活動が続きますが、少数なが

ら一致団結してPTA活動を盛り上げていきたいと思って

います。� （PTA会長　木村恵美）

ホットな ( ‿ ‿ ‿ ) 3つの連動の輪
東出雲中学校は、今年統合60周年の節目を迎えます。その節目を全

体で盛り上げようと、本年度のPTA役員だけでなく歴代役員や卒業生

会の力をお借りして、実行委員会を立ち上げて準備を進めているとこ

ろです。また、10月には統合60周年記念文化祭が開催されます。文

化祭に合わせ、映画『たたら侍』で有名な錦織監督をお招きし講演会

が開催されるということで、生徒も保護者も楽しみにしています。

この記念行事を通じ継承しようとする世代間のチームワークを「縦の連動」とするならば、「横の連動」は

小学校区3校（揖屋、意東、出雲郷）が一体となったほっとハート東出雲学園の学校支援地域活動です。活動

本部は中学校にあり、学校支援ボランティアの皆さまには小中学校へ足を運んでいただき、読み聞かせ、部活

動支援、家庭科、栽培作業、習字と、様々な知識や技術で「学校の応援団」としてご協力いただいております。

そして、3つ目が「現役PTAの連動」であり、ズバリ今年

のPTAのテーマともなっています。正副会長会を中心に、7

つの部会と委員会が手をたずさえ、PTA綱引き、校内環境整備、

地域防犯パトロール、研修会、広報誌作り、学年行事に…と

文武両道で汗をかきつつ楽しんでいます。

このように学校内外で、世代を超えて老若男女で、連なり

活動する！「連動」するこれが我が町＼（＾o＾）／東出雲の自

慢なのです( ^ ^♪� （文化部長　永島久実子）

7ブロック 東出雲中学校

学園マスコットキャラクター
「かまぽこ」ちゃん
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11月11日㈯  第47回日本PTA中国ブロック研究大会（広島県ふくやま大会）
11月25日㈯  県こども園・小中・高・特別支援PTA連合会合同研修会（八雲アルバホール）
12月10日㈰  島根県PTA連合会　母親委員会研修会（大田市）
  1月  6日㈯  松江市PTA連合会研修大会（くにびきメッセ）
  1月21日㈰  第2回松江市PTA連合会母親委員会研修会

今後の
予定

3ブロック 乃木小学校

4ブロック 湖東中学校

■編集／松江市PTA連合会　会報委員会　■印刷／株式会社谷口印刷

■平成29年度会報委員（ブロック順、敬称略）
山根　純一�（第一中）
岩佐　洋一�（内中原小）
大塚　瑞穂�（第二中）
藤原久美子�（附属小）
長岡　　望�（雑賀小）

周藤　直子�（乃木小）
園山　正浩�（湖東中）
小森　秀一�（大庭小）
多根　　純�（宍道中）
山田　祐司�（玉湯小）

長谷川修二�（宍道小）
林　　和博�（宍道小）
福田　衆一�（秋鹿小）
青山善一郎�（恵曇小）
木村　　忍�（鹿島中）

永島久実子�（東出雲中）
秦　　昇吾�（出雲郷小）
木村　恵美�（本庄中）
相見　真吾�（島根中）

〜しゃべってなんぼ！思いを伝え合う場の取組〜
定期的に行うPTA会議、なんか気が重いなぁ？
そう感じた事ありませんか？
報告や情報を共有する事も大切だけど、時間を有効に使って、
もっと親同士が繋がり、参加した人が自分から関われる時間に
したい。
そんな願いから始まった『乃木小PTAしゃべり場』。
約50人の委員さんをいくつかの班に分け、テーマに沿って
話しました。
「地区での子どもの様子は？」「参加してみたい・やってみた
いPTA活動ってどんなこと？」自己紹介をして、さあスタート！
あっという間に会議室が笑い声や話し合う声に包まれます。
子どもの事を心におきながら、思った事を互いに伝え合うことで始
まる『絆』。
次に顔を合わせた時に気軽に声を掛けようという思いが生まれる、
そんな親同士の温かい繋がりの中で、子どもたちを育てていきたいと
思います。
そして、話し合いから出た意見を事業に繋げていきたいと考えます。
今年は親学のミニ研修会にも挑戦しますよ！
� （PTA会長　中島克久）

湖東中学校は今年で開校25周年を迎えた市内でも新しい学校です。
25年が経ち、校内の庭木も校舎を越える程大きくなりました。
校長先生発案の「学校を明るくしようキャンペーン」の一環として、
中庭の庭木の剪定を行う事になりました。剪定は森林組合の方に、校
舎からの搬出を先生・生徒・PTA・地域の方々に声かけをし、搬出
作業を行いました。
剪定した庭木の一部は、お風呂または暖房用の薪として、PTAや
地域の方々に持ち帰って頂きました。
スッキリと明るくなった校舎で、生徒、教職員の皆さんも明るい学
校生活を過ごして頂ければと思います。� （園山正治）

松江市
PTA連合会
総会開催

8月6日に浜田市の石央文化
ホールにて開催された県P連研
修大会に参加しました。はじめ
に浜田少年少女合唱団S＆Sの皆
さんが澄み切った歌声をご披露。実践発表は浜田東中学校＆三隅小
学校による〈台所でつなごう！親子の手と手！命の手と手！〉子ど
もだけで作る“お弁当の日”の取り組みを発表。「子ども自ら成長
しようとする過程を手や口を出さずに見守り、自分自身で考え行動
し失敗しても立ち向かう力を子どもたちが身につけることが出来ま
した」と満面の笑顔の発表がとても心に響きました。
基調講演は『食べる　つながる　最高！！』の題名で、香川県内
で小・中学校で校長を歴任された竹下和男氏が「子どもが作る“弁
当の日”」と称して、親は一切の手出しをせずに子どもたちだけで
食材の買い物から調理、片付けまで、自らお弁当を作りあげること
の大切さを提唱し、現在実践校は全国で約2,000校になるとのこと。
竹下氏は、「自分の身体は自分の口にしたもので出来ている」、ま
た「人は置かれた環境に適応する。それは動物も植物も同じく生き
残る為に」、さらに「味覚の発達が脳発達にも繋がり連動している
こと」、そして「自らが生きていく為に自立し自発的に行動すれば、
親は選べないし過去は変えられないが、未来の人生は自分でつくっ
ていける」と力強く訴えた。
日々の営みの中に幸せは点在し身近に在り、命の恵みを戴くこと
で私たちは生かされている。命が繋がっている。生きていることに
感謝の想いが生まれ、心を打たれたひとときでした。

（市P連副会長　湯本光知子）

第1回 母親委員会研修会を終えて
今年度の第1回母親委員会研修会は、

8月20日㈰乃木公民館を会場に開催し
ました。
松江市総務部人権施策推進課 教育指

導講師 高橋恒夫先生を講師にお迎えし
『子どもの笑顔が好き〜子どもの権利と
共感〜』について講演して頂きました。
講演の途中には、たいやきカードを使用しての自己紹介や、絵本

クイズ・手遊びなども組み込んで頂きながら、楽しく講話を聞かせ
て頂きました。日々、親も子も忙しい毎日を送っていますが、子ど
もの今を大切に！子どもとゆっくり過ごせる今しかない時間を大切
にしていこうと改めて思いました。� （母親委員長　福島喜美子） 

5月27日㈯に八雲アルバ
ホールにて松江市PTA連合会
総会を開催いたしました。総
会は各校PTA代表の皆様が出
席され、前年度の事業報告、
決算報告ならびに本年度の事
業計画、予算の承認をいただ
きました。
また、PTA活動に対する長

年の功績を称え、表彰式を行
いました。
今年度は、ミオ・ファティ

リティ・クリニックの看護師
（思春期保護相談士）葉山美紀
子氏をお招きし、『思春期と向
き合う～大人にできることっ
てなんだろう～』を演題に、
ストレートな表現で心に響く
ご講演をいただきました。

受賞者および本年度の役員は次の通りです。

〈感謝状受賞者〉
柏木　洋子様（八雲中学校PTA）

〈Ｈ29年度松江市PTA連合会役員〉
会　　　長� 原　　完次（内中原小）
副　会　長� 湯本光知子（第三中）
副　会　長� 寺津　豪佐（第四中）
副　会　長� 新宮　七美（玉湯中）
副　会　長� 木村　　忍（鹿島中）
総務委員長� 荒木　太郎（揖屋小）
研修委員長� 勝部　秀一（城北小）
母親委員長� 福島喜美子（中央小）
会報委員長� 長谷川修二（宍道小）

（総務委員長　荒木　太郎） 

第61回 島根県PTA連合会研修大会
浜田大会に参加して
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6ブロック：秋鹿小学校

7ブロック：東出雲中学校

8ブロック：本庄中学校

記 事 掲 載 校

「秘密結社  鷹の爪」でおなじみ 

 
開催日時：平成30年1月6日（土）14 ～16時 
会   場：くにびきメッセ多目的ホール 

内容
決定
！！

講師：フロッグマン
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会長挨拶・日P研究大会に参加して
皆さんこんにちは。松江市PTA連合会の会長2年目となりました内
中原小学校で会長を務めています原完次と申します。
日頃は、市P連の活動にご理解とご協力をいただきありがとうござ
います。
本年度も小中学校のPTAの会長・代表者の皆さんとPTA活動や教
育問題に関する情報・意見交換を行い、子ども達の生活・教育環境が
より良いものになるよう活動をすすめています。また、活動内容は市
P連のホームページや会報紙きらりを通してお知らせして行きますの
で、今後とも松江市PTA連合会の活動にご理解ご協力をよろしくお願
いします。
さて、8月25日・26日に宮城県仙台市で開催された「第65回 日本

PTA全国研究大会仙台大会」の参加報告を簡単にさせていただきます。
今回は東日本大震災の発災後はじめての東北地方で開催された大会
でした。1日目は10会場で教育問題や地域、災害、子育てなどのテー
マで分科会が開催されました。
今回参加した分科会では研究課題「地域と共にあるPTA活動の在り
方を求めて」がテーマでした。基調講演は震災当時、南三陸町立戸倉

小学校の校長だった麻生川
先生の話でした。
海から300ｍに位置する
学校の避難マニュアル作成
で教員と校庭集合後に屋上
避難か高台避難で論議にな
り、答えが出ず校長判断で
避難場所を決定することに
なったそうです。その後3
階建ての校舎の屋上を越え
る津波が到達したのですが、
マニュアルに書かれている手順を踏まずに高台避難を決定し下校して
いた1名の児童を除く全員が助かったそうです。
完璧だと思ったマニュアルも想定外の事態では通用しない。柔軟な
判断力が必要だと言う事がわかりました。また、地域の人達は必ず子
どもを守ってくれるので、日頃から学校、家庭、地域との連携、顔の
見える関係づくりが大切だと言う事を言われていました。
これからは地域と共にあるPTAのあり方を考えていく必要がある
と感じました。� （市P連会長　原　完次）

ここが  うちのPTA活動

松江市教育委員会に感謝！！
平成30年度より市内小中学校の普通教室へエアコンの順次設置を方針決定！
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  1月  6日㈯  松江市PTA連合会研修大会（くにびきメッセ）
  1月21日㈰  第2回松江市PTA連合会母親委員会研修会

今後の
予定

3ブロック 乃木小学校

4ブロック 湖東中学校
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